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表皮再生促進効果を期待した薬剤ナノラッピング材の創製と機能評価

芝 燿汰 1・谷神 絃太 1・布山 忠裕 1・住吉 秀明 2・稲垣 豊 2・岡村 陽介 1, 3 

1 東海大学大学院工学研究科応用理化学専攻, 2東海大学医学部再生医療科学 
3 東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター 

【緒言】現在の皮膚欠損創の治療には、コラーゲンをスポンジ状に加工した人工真皮が使用されてい

る。コラーゲンスポンジは多孔質構造のため、真皮様組織を形成する足場として機能する[1]。しかし、

人工真皮による治療は表皮細胞が進展しにくく、他部位からの表皮移植を要する。他方、ミズクラゲ

由来のコラーゲンは優れた表皮再生能を示すことが見出されている[2]。最近、我々は生分解性の高分子

であるポリ乳酸 (PLA) からなるナノファイバーとナノシートを熱プレスにより複合化し、ナノファイ

バー由来の超比表面積効果とナノシート由来の高接着性を兼備した新規材料を報告している[3,4]。本研

究では、PLA 複合体がもつ空隙にミズクラゲコラーゲンを担持し、かつ PLA ナノシートで被覆したミ

ズクラゲコラーゲンラッピング材の創製法を提案し、さらなる表皮再生能の向上を狙う。

【実験方法】SiO2 基板 (25 × 25 mm2, 50 × 50 mm2) 上に、ポリスチレンスルホン酸ナトリウム水溶液 
(100 mg/mL) を滴下後、スピンコート (4000 rpm, 60 s, MS-A150, ミカサ社製) して犠牲層とした。続い

て、PLA (15 mg/mL) のトルエン溶液を滴下後、スピンコート (4000 rpm, 60 s) した。次に、PLA ナノ

シート (25 × 25 mm2) の表面をターゲットとし、30 wt% PLA N,N-ジメチルホルムアミド溶液 (sat.
NaH2PO4) を電界紡糸 (NANON-03, MECC社製) した。その後、熱プレス (AH-2003, アズワン社製) し、

水中にて PLA 複合体を剥離した後に不織布に回収した。別途調製した PLA ナノシート (50 × 50 mm2,
20 mg/mL) に PLA 複合体を転写し、PLA 複合体上にクラゲコラーゲン水溶液を滴下後、乾燥させた。

最後に PLA ナノシートを不織布ごと折りたたみ、クラゲコラーゲンを PLA 複合体ごとラッピングし

た (Scheme 1)。糖尿病モデルマウスの背部に作成した全層皮膚欠損部位に人工真皮を移植した後、ク

ラゲコラーゲン複合体を貼付し、創傷治癒促進作用を評価した。また、複合体を貼付していない群をコ

ントロールとした。

 
【結果と考察】基板上の PLA 複合体を純水に浸漬させたところ、

基板の形状を維持した状態で、剥離、回収できた。電子顕微鏡 (FE-
SEM, JSM-7100F, JEOL 社製) にて表面観察を行ったところ、ナノシ

ートとナノファイバーが一体化して凹凸を有する構造であった。こ

の時、PLA複合体はPLAナノシート (膜厚: 99 ± 2 nm) に転写でき、

その凹凸構造が生み出す空隙にクラゲコラーゲンを担持できた。さ

らに、PLA ナノシートを折りたたむことでクラゲコラーゲンをラッ

ピングする手法を確立した。

糖尿病モデルマウスの背部に作成した全層皮膚欠損部位に人工

真皮を移植した後、を貼付した。6 日後に犠牲死させた後、創傷部

位を摘出し、固定後、Giemsa 染色と H-E 染色を行った。複合体を

貼付していない群では、表皮の再生を示す青色染色領域は創傷部位

の辺縁部に留まったのに対し、貼付した群では染色領域が拡大して

いる様子が見られた (Fig. 1a,b)。実際、創傷部位の組織切片像 (H-
E 染色)から、複合体を貼付していない群では、表皮が厚く短距離し

か進展していないのに対し、貼付している群では、表皮が薄く長距

離に渡って進展している様子が確認できた (Fig. 1c,d)。従って、クラゲコラーゲン担持複合体を貼るだ

けで表皮進展促進作用を示し、新規創傷被覆材料として使用できる可能性を実証した。

【謝辞】本研究の一部は、東海大学総合研究機構「プロジェクト研究」の支援を受けて行われた。

【参考文献】[1] Koide M. et al. J. Bio. Mater. Res. 27, 79-87 (1993). [2] Sumiyoshi H. et al. Regen. Ther. 18, 
223-230 (2021). [3] 山下 義裕, 『エレクトロスピニング最前線－ナノファイバー創製への挑戦－』,
繊維社 (2007). [4] Okamura Y. et al. Adv. Mater. 21, 4388-4392 (2009).

Scheme 1 Fabrication of jellyfish collagen-loaded composite wrapped with nanosheets. 

Dried (r.t.,O.N.)

moon jellyfish collagen

Wrapping

1 mm 1 mm

J.C.- composite

J.C.- composite Epidermis

Control

500 µm

Epidermis

Control

500 µm

(a) (b)

(c)

(d)

Fig. 1 Wound area (a,c) without jellyfish 
collagen-loaded composite, or (b,d) 
adhered with the composite 6 days after 
operation. (a,b) Giemsa staining, (c,d) 
Hematoxylin & Eosin staining. 
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青および近赤外で明るく発光する酸化物アップコンバージョン蛍光体

冨田恒之 

東海大学理学部化学科、東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター

【Introduction】
アップコンバージョン(UPC)蛍光体は、近赤外光等エネルギーの低い光を励起光として

多光子・多段階励起により、励起光より高いエネルギーの光を放出する物質である。励起

光の生体透過性が高いことから、バイオイメージングへの応用が期待されている。UPC 蛍

光体としては、NaYF4:Er3+,Yb3+等のフッ化物が高輝度を示すことが多く報告されているが
1）、容易に合成が可能な酸化物では低輝度なものがほとんどである。YTa7O19 は層状構造

をもつ酸化物であり、フッ化物に匹敵する高輝度 UPC 発光を示すことが発見されている
2）。その結晶構造は、Fig.1 に示すように、2 層の Ta-O 層で各希土類層が離された構造を

している。希土類層内のエネルギー移動が

層内に 2 次元的に制限されることでエネル

ギー損失が抑えられ、980nm の光増感剤で

ある Yb3+から発光中心イオンへ効率的にエ

ネルギー移動が起こると考えられている。

本研究では Tm3+を用いた YbTa7O19 を合成

し、くえん酸錯体ゲル化法を用いた並列合

成プロセスによるドープ量の最適化および

Yb3+の一部をほかの希土類(RE)イオンに置

換した合成を行った。

【Experimental】
Yb(NO3)3、Tm(NO3)3、また、Y(NO3)3 (あるいは、Gd(NO3)3、La(NO3)3)からなる希土類水

溶液とくえん酸 Ta 錯体水溶液を RE/Ta の mol 比を 1:7 として混合し、くえん酸を錯形成

剤として加えて透明な金属錯体水溶液を作製し、120℃で加熱してゲル化させた。得られ

たゲルを 450℃で仮焼し、さらにフラックスとしてほう酸を少量加え、1200℃で 5 時間焼

成してサンプルを得た。サンプルは XRD 測定、半導体赤外レーザー(λex = 980nm, 350mA)
および瞬間マルチ測光システム(大塚電子 MCPD-7700:311C)による近赤外励起-可視発光

スペクトル測定を行い評価した。

【Results & Discussion】 
YbTa7O19へのTm3+ドープ量の最適化を行った結果をFig. 2に示す。青色発光では7.3%、

近赤外発光では 7.7%の Tm ドープで最も強い発光が確認できた。最適値までは Tm3+の増

加によりエネルギー移動が起きやすくなり、最適値以降は濃度消光がおきていると考えら

れる。また、最適値以降の下がり方に差ができているのは 3 光子励起である青色は 2 光子

励起である近赤外発光に比べて必要な励起段数が多いため濃度消光の影響を受けやすい

Fig. 1 RETa7O19の結晶構造 
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ためと考えられる。約 7%を境に発光強度

の下がり方に違いが生じ始めたことから、

Tm3+の最適ドープ量を 7%とした。 
Fig. 3 に Tm7%をドープし Yb の 13％を

Y、Gd、La に置換した試料の UPC 発光

スペクトルを示す。すべてのサンプルで

470nm 付近に 3 光子励起の青色発光、

800nm 付近に 2 光子励起の近赤外発光が

あり、スペクトルの形状に差異はなかっ

た。発光強度は Yb の一部をほかの RE に

置換することで増大することが確認され

た。UPC 発光プロセスが Er3+と Yb3+

の f-f 遷移を利用し、f-f 遷移は周囲

の対称性が崩れているほどより遷移

確率が増すことから、Y や Gd の置

換によって対称性が崩れて遷移確率

が向上したためと考えられる。La で

は上昇幅が小さいが、イオン半径が

Yb に比べてかなり大きいため、希

土類層内においてランダムな置換よ

りも規則的に配列されやすく、対称

性への影響が小さかったためと考えて

いる。

本実験で合成されたアップコンバー

ジョン蛍光体は 980nm の近赤外光を 800nm の近赤外光へ内部量子収率 10％以上の高い効

率で変換できることが確認された。どちらの波長も生体透過性が高いことから、バイオイ

メージングへの応用に対して有望な材料と考えられる。

【Acknowledgements】
本研究は日本学術振興会科学研究費助成事業の基盤研究（C）21K04656 の支援を受けて

行われました。

【References】
1）Feng Wang and Xiaogang Liu, “Upconversion Multicolor Fine-Tuning: Visible to Near-Infrared
Emission from Lanthanide-Doped NaYF4 Nanoparticles” Journal of the American Chemical Society, 130,
5642-5643 (2008) doi:10.1021/ja800868a
2）Sayaka Tamura, Michio Iwaoka, Yasushi Sato, Makoto Kobayashi, Masato Kakihana, and Koji Tomita
“Screening of Er3+/Yb3+ Co-doped RE-Ta-O and RE-Nb-O (RE=Y, La, or Gd) Up-conversion Phosphors”
Chemistry Letters, 45, 890-891 (2016) doi: 10.1246/cl.160413

Fig. 3 UPC 発光スペクトル測定結果 
（波形を見やすくするため 10nm ずつ 

ずらして表示）

Fig. 2 (Yb,Tm)Ta7O19 の各 Tm ドープ量にお

ける青および近赤外発光強度

2     3     4    5    6.9       9       14 
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生体内の薬物濃度変化を再現するオンチップポンプ型 Microphysiological system の開発 

榛葉 健汰 1、宮下 創 2、木村 啓志 1,2 
1東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター、2東海大学大学院工学研究科機械工学専攻 

はじめに

創薬プロセスにおける新規医薬品候補化合物の薬物動態や薬効・副作用を評価する新たな手

法として，Microphysiological system (MPS)が注目されている[1, 2]．しかし，従来の MPS は培養細

胞を維持するために定期的に培養液を全量交換する必要があり，デバイス内の薬物濃度が非連

続的な状態となる．一方，ヒト生体内では薬物の血中濃度は時間経過と共に緩やかに変化する．

このように，MPS と生体内環境では薬物濃度変化に差異が生じるため，従来の MPS デバイスは

薬物評価の試験系として不十分である．精度の高い薬効・毒性予測のためには，連続的な薬物濃

度変化を再現可能な培養環境が必要である．そこで本研究では，薬物濃度変化が連続的となる培

養環境下での薬物評価試験の実現を目的とし，微小な孔を有し分画分子量(Molecular Weight Cut-

Off：MWCO)以上の物質を透過しない物質選択性を持つ透析膜を集積したオンチップポンプ型

MPS を構築した．本稿では，MPS の概要と基礎機能評価実験について報告する． 

実験方法

本研究では，これまでに我々が開発した細胞培養チャンバが開放系のオンチップポンプ型多

臓器 MPS[3]に透析膜を集積することで，連続的な薬物濃度変化を再現可能な MPS を考案した

(Fig.1 (A))．開放型の細胞培養チャンバを有するオンチップポンプ型多臓器 MPS は，細胞培養操

作や培養液の回収が容易であるため，時間経過に伴う細胞動態と薬物動態を継時的に評価可能

である．また，オンチップポンプ型多臓器 MPS には，スターラ式のマイクロポンプが集積され

ており，デバイスの外部から磁気モータを用いてスターラバーを回転させることで MPS 内の灌

流が可能である．透析膜には，細胞の培養に必須となるグルコースの分子量が 180.16 であるた

め，グルコースが十分に透過・拡散すると考えられる MWCO 1.4×10⁴のものを選定した．透析チ

ャンバは，透析膜によって上層区画と下層区画に分画されている．透析区画の上層の培養液を交

換することで，グルコースなどの MWCO 以下の分子量の物質は上層と下層の濃度差によって下

層へ拡散され，細胞培養チャンバへ栄養成分が供給される．一方，細胞培養チャンバ内のタンパ

ク質や投与された薬物などの MWCO 以上の分子量の物質は透析膜を透過することができない

ため，細胞培養チャンバ内に留まる．そのため，透析区画の上層のみ培養液交換することで薬物

濃度が連続的となる培養環境下での薬物評価試験が実現可能になると考えられる．

透析膜を介した栄養供給によって細胞培養が可能であるかを検討するために，ヒト肝癌由来

細胞株である HepG2 細胞を細胞培養チャンバで培養し，細胞密度を評価した．①培養液を交換

しない系，②細胞培養チャンバのみ交換する系(従来法)，③透析チャンバのみ培養液(Low-

Glucose)交換する系，④透析チャンバのみ培養液(High-Glucose)交換する系の 4 つの条件で 9 日間

培養し，細胞密度を比較した．②細胞培養チャンバのみ交換する系では細胞培養チャンバの培養

液(Low-Glucose)を 3 日毎に交換し，③と④透析チャンバのみ培養液交換する系では透析チャン

バの培養液(③Low-Glucose, ④High-Glucose)を毎日交換した． 
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結果および考察

③透析チャンバのみ培養液(Low-Glucose)交換する系と④透析チャンバのみ培養液(High-

Glucose)交換する系では①培養液を交換しない系より細胞密度が高く，透析膜を介した栄養供給

によって細胞培養が可能なことが確認された．一方，②細胞培養チャンバのみ交換する系と比較

すると③透析チャンバのみ培養液(Low-Glucose)交換する系は細胞密度が低く，④透析チャンバ

のみ培養液(High-Glucose)交換する系は細胞密度が高い．これは，透析チャンバ内が Low-Glucose

の培養液では細胞培養チャンバに十分な栄養が供給されていないことを示しており，本 MPS を

用いて細胞を培養するためには High-Glucose の培養液を用いる必要があることが分かった．ま

た，④透析チャンバのみ培養液(High-Glucose) 交換する系の細胞密度が最も高いことから，透析

膜を介した連続的な栄養供給が細胞培養において有効な手法であり，細胞培養チャンバの培養

液交換をせずに細胞培養が可能なことが示された．本 MPS を用いることで，透析膜の MWCO

以上の分子量の薬物やタンパク質を細胞培養チャンバ内に留めた状態で細胞培養が可能なこと

から，連続的な薬物濃度変化を再現した環境下で薬物評価試験が可能になると示唆された．より

生体内に近い環境下で薬物評価試験が可能になることから本 MPS は，薬物動態や薬効・毒性の

評価・予測精度の向上に寄与すると期待される．

Fig. 1 透析膜を介した栄養供給による細胞培養実験．(A)透析膜を集積したオンチップポンプ

型多臓器 MPS．(B)栄養供給手法の違いによる HepG2 細胞の細胞密度． 

謝辞

本研究は、東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター研究費、AMED「再生医療・遺伝子治療

の産業化に向けた基盤技術開発事業」，および科学研究費補助金基盤研究(B)の支援を受けて実施

されました．ここに感謝申し上げます．

文献

[1] J. Theobald, et al., Scientific Reports, Vol.9, No.4616 (2019), pp. 1-11.

[2] H. Kimura, et al., Drug Metabolism and Pharmacokinetics, Vol. 33, No.1 (2018), pp. 43-48.

[3] K. Shinha, et al., Micromachines, Vol.12, No.1007 (2021), pp. 1-16.

7



ナノポア超高速シークエンス技術のパテントマップ解析

腰本裕之

東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター

１．緒言 

遺伝情報の解読により、疾患原因遺伝子、変異の特定を通して新薬や新規治療法の研究開発が促進すると

考えられる。そのため、次世代シーケンシング（NGS）技術は重要な基盤技術とされ、遺伝情報の重要性が増

すにつれてさらに高速、かつ高精度のシークエンス技術の開発が望まれてきた。昨今、従来の酵素により複

製して塩基配列を読み込む古典的なサンガー鎖停止法（Sanger chain-termination method）とは根本的には

異なる100塩基程度の単一の短いリード遺伝子を微細な分子孔（ナノポア）を通すことにより塩基配列を読

み込むタイプの新たなシークエンス技術（以下「ナノポアシークエンス技術」）が考案された（図２）1)-4)。

従来のような遺伝子の標識合成・増幅を経ずに、単一の遺伝子断片の塩基配列を直接読み取ることで、ゲノ

ム情報の迅速解読を可能とする。さらに1秒間に1000塩基の配列の解読が可能なナノポアを多数備える装置

により、ヒト全ゲノムをわずか 1日で解読することをも可能となる。ゲノム情報の解析技術進展の鍵を握る

該技術分野における知財の権利化状況をパテントマップ解析し、該技術の研究開発動向を検証した。 

２．解析方法 

以下のデーターベース、及び検索式を用いて検索し、権利者ごとにパテントマップを作成し、キーとなる

出願人とその一連の権利化技術を抽出してそれらの構成を分析した。 

（１）データーベース；J-Pat-Pat 

（２）検索式；[C40B101/00/IP+G01N272/00/IP+C12M1/00/IP+C12M1/34/IP]*[ポア/CL+孔/CL+バイアス電圧

/CL+微小プローブ/CL]*[核酸シークエンス/SP+核酸シークエンサ/SP+核酸配列/SP+核酸シーケンサ/SP]（式

中特許分類；FIは脚注を参照） 

３．結果および考察 

 上記検索式のヒット件数584のうち、登録済みの275件について検証した。1995～2021年（2022年以降未

公開情報）の登録数の上位14社の特許出願推移をバブルチャートで示した（図１）。ロッシュ社が最多登録

を果たしているが（最上段ブルー；23件）、それら全ては周辺技術に過ぎなかった。次いで登録の多いオク

スフォード・ナノポール･テクノロジー社（以下「オクスフォード社」；ベージュ）が、基本特許を取得して

いる（特許 6298404）。それに対して、長年NGS技術で業界をリードしてきたイルミナ社（グレー）も、ナノ

ポアシ―クエンス技術に関する基本技術に近い特許を取得し（特許 6800749）、オクスフォード社を相手取り

侵害訴訟を提起した。対するオクスフォード社は、ナノポアを構成する大腸菌由来蛋白質に変異を加えるこ

とで、大幅な精度向上を可能とした（特許6169976、特許7161291、特許6271505）。その結果、イルミナ社

の特許回避に成功した。さらにオクスフォード社は、ナノポアを核酸が通過する際に生じる電気的シグナル

の数理処理、統計解析技術の改良を図ることで精度向上を実現し、それら一連の技術を周辺特許として権利

1 C40B10;高分子の定向分子進化 
2 G01N27;電気的または磁気的特性またはそれらの変量の測定
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化することで、該技術におけるビジネス基盤の盤石なものとしている（特許6457811、特許6833792、特許

7055805）。 

さらに、装置自体を小型化し、ハンディ型の装置化を実現して汎用性を意識した装置開発を行い、ジネス

展開を実現している（図３）。今後、解析速度、コストの低減によって、個別医療分野等における装置のニ

ーズが一層と高まると考える。また、ノイズ低減によってマイクロメートルレベル幅までナノポア孔サイズ

を広げての電流測定が可能となれば、核酸のみならず、アミノ酸配列、さらには、酵素等の蛋白質のみウイ

ルス粒子等の単一分子検出等への応用も考えられ、バイオ技術発展への寄与が期待される。 

４．参考文献 

１）Nat. Biotechnol. 26,1146(2008) 

２）Analytical Biochemistry 286, 282-288 (2000) 

３）Nature 456, 53-59（2008） 

４）Nature Nanotechnology 5, 286 - 290 (2010)。 

1995 2000 2005 2010 2015 2020

図１ナノポアシークエンス関連技術の特許出願推移(1995-2021年)

エフ．ホフマン－ラ ロシュ アーゲー
オックスフォード ナノポール テクノロジーズ
ライフ テクノロジーズ
ジェニア・テクノロジーズ
日立ハイテクノロジーズ
ジニア テクノロジーズ
スリーエム イノベイティブ プロパティズ
日立製作所
イルミナ
クロンデイアグ・ゲーエムベーハー

オクスフォード社

イルミナ社

図２ナノポアの構造（文献 1)より改変） 図 3 ハンディ型シークエンサー 

オクスフォード社 HPより転載

(https://www.nanoporetech.com/)
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大規模塩基配列を活用した RNAウイルスの探索 

中川草 
東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター、東海大学医学部 分子生命科学 

はじめに 
塩基配列決定技術の進歩を受けて、様々な環境から大規模塩基配列データを入手すること
ができるようになってきた。そのような配列の中には RNAウイルスに対応する配列が数多
く存在することが分かってきた。一方で、RNAウイルスは極めて多様であり、その RNAウ
イルスに由来するのかそうでないのか、その判断が容易ではないことが分かってきた。RNA
依存性 RNA 合成酵素（RdRp）は RNA ウイルス特有であり、かつ全ての RNA ウイルスに
共有する唯一の遺伝子であるため、RNAシークエンスデータから RNAウイルスを探索する
際のマーカーとして広く活用される。一方で、RdRpの機能に重要なドメインでさえ、アミ
ノ酸配列の保存性は低い。そのため、既知 RdRpのアミノ酸配列を用いて、任意の RNA-seq
データから未知の RNAウイルスを配列探索することは困難な場合がある。我々はこの問題
を解決するために、多様な RdRpのアミノ酸配列を網羅的に収集し、配列類似度に基づいて
クラスタリングし、隠れマルコフモチーフ（HMM）プロファイルを構築した NeoRdRp の
開発を目指した。

手法 
図に本解析パイプラインの
概要を示した。まず Wolf et 
al. 2018 で公開された 4,620
の RdRp 配列を入手し、CD-
HIT を活用してクラスタリン
グを行った。そこから HMM
プロファイルを構築した。そ
の 配 列 を 用 い て 、 NCBI 
RefSeq に登録されていた
4,239 の RNA ウイルスを対
象に探索を行い、更に RdRp
を見つけ、クラスタリングを
再度行い、RdRp の配列と
HMM データセットを構築し
た。このデータセットを
NeoRdRpと命名した。（図 1） 図 1 NeoRdRp作成のための解析パイプライン 
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結果 
RdRp の 1,182 の HMM プロファイル、それを構築するために活用した 12,502 アミノ酸配
列、そして本 HMM プロファイルを構築した解析パイプライン等を NeoRdRp データベー
ス（https://github.com/shoichisakaguchi/NeoRdRp）にて公開した。これら HMMプロフ
ァイルを用い、UniProtKB（https://www.uniprot.org）に登録された 565,928 配列を 
NeoRdRp の HMM プロファイルを用いて hmmsearch で探索した結果、既知 RdRp836 配
列の中の 813 配列を同定し、一方で非 RdRpの 564,418配列のうち 246配列は誤って同定
してしまった（精度 97.2%、特異度 76.8%）。また、細胞内の 2本鎖 RNAを特異的に増幅す
る FLDS 法を用いてシークエンスしたデータセットを本 NeoRdRp データセットと、その
他既報の 2 つのプログラム（RVDB-prot, 
VirSorter2）で解析した結果を比較した（図
2）。その結果、既報の 2つのプログラムで
は同定できない RdRp と考えられる配列が
3 つ存在することを可能性があることを発
見した。以上の結果をまとめ、Sakaguchi et 
al. Microbes Environ 2022に報告した。 

今後 
NeoRdRp の HMM モデルを活用により、未知の RNA ウイルスの発見につながったものも
あるが、一方で未同定の既知 RNA ウイルスも存在することも分かった。この問題には
1)RdRpが全般的に類似していてもクラスタリングが困難な場合があること、2)配列探索の
スコアの評価が難しいという点があることが分かった。我々はこの問題を解決するために、
従来では RNAウイルス探索に使用されていなかった機械学習の手法を活用し、RNAシーク
エンスデータから未知の RNAウイルスを高精度に発見するシステムを構築することを目的
とし、今後も研究を続ける予定である。また、2023年 5月に RdRpに関係する国際ワーク
ショップを開催予定である（The RdRp Summit, https://rdrp.io）。今後も本研究を継続し、
RNAウイルスの発見を通して、RNAウイルスの病原性だけではなく、生態で担う機能を明
らかにすることを目指す。

謝辞 
本研究は大阪医科薬科大学の坂口翔一先生、筑波大学の浦山俊一先生、海洋研究開発機構
（JAMSTEC）の布浦拓郎先生、高木善弘先生らとの共同研究である。また、東海大学マイ
クロ・ナノ研究開発センター、科学研究費新学術領域研究「ネオウイルス学」などの資金の
援助を受けた。それぞれ感謝を申し上げたい。

図 2 NeoRdRpの性能評価 
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コラーゲンスポンジの DSC と誘電緩和測定による解析

石山 泰成 1) , 佐々木 海渡 2,3) , 岡村 陽介 3,4), 喜多 理王 2,3) 
新屋敷 直木 2,3), 住吉 秀明 5,6), 稲垣 豊 5,6) 

1)東海大学大学院理学研究科物理学専攻，2)東海大学理学部物理学科,
3)東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター, 4)東海大学工学部応用科学科,

5)東海大学医学部先端医療学科, 6)東海大学大学院マトリックス医学生物学センター

【緒言】

人工真皮は重度の火傷など、広範囲に皮膚を欠損する創傷を負った際に再生医療として

用いられる人工の組織充填材である。住吉らが開発した｢2 重成型法」は用いて作製した

新型人工真皮モデル（コラーゲンスポンジ）[1]は、脱脂綿のような吸水性を有し、組織

充填材への宿主細胞の迅速な侵入が可能であり、治療期間を短く抑えることができる。

本研究では、DSC 測定による熱変性の解析と誘電分光法を用いた不凍水や氷の動態解析

を行った。誘電緩和時間から得られる不凍水や氷の動態は、コラーゲンの構造や性質を

写す鏡として利用することが可能であり、コラーゲンと水分子との相互作用解析から生

体適合性などに関する情報を得ることを目的とした。

【実験手法】

実験にはコラーゲンスポンジ[1]を用いた。示差走査型熱量計(DSC)には PerkinElmer 社
の DSC7 を用いて、温度範囲は-60℃~90℃とし測定を行った。昇温速度は 20℃/min で測

定した。含水率は 85.6%に調製した。誘電緩和測定は Alpha-Analyzer(Novocontrol 社)を用

い、温度範囲 150~293K にて 5K 刻みで昇温し、周波数範囲 10 mHz~10 MHz で測定を行

なった。含水率はそれぞれ 79.5%に調製した。 

【結果および考察】

図 1 に含水コラーゲンスポンジの昇温 DSC
曲線を示す。１回目の測定結果は実線で、2 回

目の測定結果を破線で示す。1 回目の昇温時に

60℃に吸熱ピークが観測された。このピークは

2 回目には出現しないことから熱不可逆的な構

造転移が存在することを示しており、コラーゲ

ン線維束の解離など何らかの構造変化に起因す

るピークと考えられる。コラーゲンスポンジの

2 回目の昇温の際に-30 ℃付近で発熱ピークを示

した。コラーゲンスポンジは 1 回目の昇温の際

にゼラチンへと構造変化した部位が存在する可

能性がある。このようにして形成されたゼラチ

ン水溶液を 2 回目の測定のために急冷させた際

に、一部の水が凍結できずにアモルファスな水が存在し、昇温過程の際に結晶化（コ

ールドクリスタリゼーション）したと考えられる。

図 1 含水コラーゲンスポンジの昇

温 DSC 曲線（温度範囲－60 ℃から

90 ℃）。 
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 図 2 に誘電緩和測定で得られた緩和時間の

温度依存性を示す. Ⅰ過程はゼラチン水溶液で調

べられた不凍水の緩和時間[2]と広い温度範囲で

重なったことから不凍水の緩和と同定される。

Ⅱ過程の緩和はバルクな Johari pure ice（■）[3]
と類似の緩和時間の温度依存性を示すことか

ら、コラーゲンとの相互作用が弱いバルク状態

の水が存在し、バルクな氷の緩和挙動を示した

と考えられる。Ⅲ過程は過去にアルブミン水溶

液の測定で得られた、凍結濃縮が起こり、濃厚

ドメイン内におけるアルブミンと不凍水の協同

運動[4]と近しい緩和時間にある。しかし今回測

定したコラーゲンは水に溶けておらず、凍結濃

縮が起こるのか、今後は水分含量の依存性のデーターを増やし、明らかにしていきた

い。また、コラーゲンスポンジの熱変性と水との相互作用を調べ、新型人工真皮とし

ての応用に利活用できる基礎的な物性解析を目指す。

【参考文献】

1)特願 2022-162634
2) Kaito Sasaki, et al. The Journal of Physical Chemistry B, 121, 1, 265-272, 2017．
3) G. P. Johari, et al. The Journal of Chemical Physics, 75, 1333, 1981.
4) Naoki Shinyashiki, et al. The Journal of Physical Chemistry B, 113, 43, 14448-14456, 2009.

図 2 含水コラーゲンスポンジの誘電

緩和時間の温度依存性。
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光散乱法によるミズクラゲ由来糖たんぱくの熱特性分析

早崎 航平 1,2), 佐々木 海渡 1,2), 喜多 理王 1,2), 新屋敷 直木 1,2), 住吉 秀明 3,4) 

1）東海大学理学部物理学科、2）東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター

3)東海大学医学部先端医療科学，4) 東海大学大学院マトリックス医学生物学センター

ムチン型糖タンパク質は、動物の目や関節などにおいて保湿や潤滑などの機能を有すると

考えられている。ムチン型糖タンパク質のこのような生理的特性を活かして、生体材料の表面

コーティングなどの用途開発がなされており、生体模倣素材として注目を集めている。本研究

では、巨大な高分子と考えられるムチン型糖たんぱく質の中でも、サンプル精製が良く施され

ているミズクラゲムチン（JelliMucin®、クニウムチン JM-100、海月研究所）を用いて、分子量

や分子サイズを測定しその熱物性解析を試みた。

常温（25℃）のミズクラゲムチン水溶液において動的光散乱法によって得られた角度 90°で
の散乱光強度の自己相関関数を図 1 に示す。詳細な解析の結果、ミズクラゲムチンの自己

拡散挙動は低濃度においても複雑なふるまいを示し、いわゆる単純なコイル状高分子とは、

水中での構造が異なることが明らかとなった。暫定的に流体力学的半径を算出したところ 37 
nm（サンプル温度 25℃）の広がりを有する高分子鎖であることが示唆された。散乱光強度の

角度依存性測定（静的光散乱）測定においても、動的光散乱測定と同様に複雑なふるまいを

示したが、暫定的に分子量が 183 kg/mol, 慣性半径が 38 nm（サンプル温度 25℃）と得られ

た。GPC（ゲルパーミエーションクロマトグラフィー）では相対的測定ではあるが、重量平均分

子量が 106,957、分子量分布が 1.67 と得られた。 
ミズクラゲムチン水溶液の熱に対する応答性に関する予備検討から 37 ℃以上での熱処理

により熱不可逆的な凝集構造を形成することが示唆されたため、温度依存性の測定をおこな

った。図 2 にクラゲムチン水溶液の流体力学的半径の温度依存性を示す。ここでは縦軸の流

体力学的半径は 25℃の値で規格化している。1.0 g/L を除いて、38℃以上の温度で凝集を形

成することが明らかとなり、熱変性をするムチンであることが明らかとなった。

【参考文献】

1) Makoto Urai, Takemichi Nakamura, Carbohydrate Research, 344, 16, 2009. 

2) Naoshi Ohta, Masato Sato, Kiminori Ushida, et al. Jellyfish mucin may have potential disease-modifying effects on osteoarthritis. BMC

Biotechnol 9, 98 (2009).

図 1 クラゲムチン水溶液の 
自己相関関数（動的光散乱）

図 2 流体力学的半径の温度依存性

(stretched exponential function) 
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温度勾配下におけるイノシトールリン酸の熱拡散現象
1 渡邉 廉, 1 福岡 優斗, 1 佐々木 海渡, 1 喜多 理王, 1 新屋敷 直木, 2 伊藤 誠敏, 3 小口 真一, 

2 永田 栄一郎 
1 東海大学理学部物理学科, 2 東海大学医学部医学科, 3 東海大学理学部化学科 

【背景・目的】

イノシトールリン酸は細胞内シグナル伝達物質として生体内に広く存在する分子である。近年

ではイノシトール６リン酸キナーゼ(IP6K)やイノシトール７リン酸(IP7)が神経変性疾患患者の神

経細胞死を促進させているといった報告がされている[1]。一方で細胞内には大きな温度勾配

が存在することが細胞内温度マッピングによりわかっており[2]、それによっておこる非平衡熱力

学の物質拡散現象であるルードヴィッヒ・ソレー効果が細胞内部のタンパクや核酸の機能にお

いて重要な役割を果たす可能性がある。また、細胞内温度分布は細胞内の液-液相分離と関連

している可能性がある。本研究はルードヴィッヒ・ソレー効果と神経変性疾患との関係を調べる

ために、イノシトールリン酸のソレー係数を調べることを目的とした。

【実験方法】

フィチン酸ナトリウム塩水和物(Sigma-Aldrich, 68388)を超純水を用いて 5 wt%に調製した。サ

ンプルを入れたセルを上下から熱浴で挟み温度差を与えることで、厚さ 2mm 幅 30mm 奥行き

60mm の薄いシート状のサンプルに濃度勾配を形成させた。濃度勾配が形成される際に起こ

る透過光の屈折の様子からソレー係数 ST 拡散係数 D および熱物質拡散係数 DT を求めた。サ

ンプルに付与する温度勾配は 0.67 K/mm で、サンプルの平均温度は 20℃で測定を行った。熱

浴の温度制御はペルチェコントローラー(TDC-2020G, cell)を用いて 0.001℃の分解能で行っ

た。ソレー係数の算出で必要となる溶液の屈折率の濃度依存性𝑑𝑑𝑑𝑑/𝑑𝑑𝑑𝑑はアッベ屈折計(DR-
M2, ATAGO)を用いて測定した。

【結果・考察】

図 1 にソレー係数 ST の平均温度依存性を先行研

究のグルコースとともにプロットしたものを示す。実線

は Piazza らによって提案された以下の経験式 

を用いてフィッティングした結果である。平均温度の増

加に伴ってソレー係数も増加した。平均温度が高いと

き溶質分子が低温側へ拡散し、濃度勾配が大きくなった

ことを意味する。低温側 20~30℃付近で大きな温度依存性を示し、10℃付近でソレー係数が負

へと反転することが示唆された。また高温側ではグルコースの 4 倍ほどの大きさのソレー係数

を得た。今後はリン酸基の数を変えてソレー係数の測定を行いソレー効果へのリン酸基の寄与

を調べていく。

【参考文献】

[1] Nagata E. et al. Molecular Biology Reports. 47, 6479-6485 (2020).
[2]Kohki Okabe. et al. Nature Communications. 3, 705 (2012)
[3]D. Vigolo. et al. Langmuir. 26(11), 7792 (2010)

図 1. ソレー係数の平均温度依存性 
紫：IP6 ナトリウム塩(渡邉), 黒：グルコース(福岡)

𝑆𝑆T = 𝑆𝑆T∞ �1 − exp �𝑇𝑇inv−𝑇𝑇
𝑇𝑇0

�� [3] 
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大学の経営戦略に直結した研究機器・設備運営の重要性

荒砂 茜 1 
1 東海大学マイクロ・ナノ研究開発センター 

【緒言】自然科学系の研究を遂行するにあたって、大学の研究機器・設備の導入と維持は研究の生命

線であると言える。本報告では、文部科学省の研究機器・設備の共用事業の変遷を追いながら、「大学

のありたい姿」を達成するための経営戦略に紐づいた研究機器・設備の導入・維持・管理の重要性に

ついて述べる。

【本文】

1. 政策における研究機器・設備共用化の位置付け

総合科学技術・イノベーション会議は、2019 年 4

月に策定した「研究力向上改革 2019」を発展させ、

人材・資金・環境の三位一体改革により、我が国の

研究力を総合的・抜本的に強化するための「研究力

強化・若手研究者支援総合パッケージ」を 2020 年 1

月に策定した[1]。本施策の方向性において、優秀な

若手研究者のポストの確保、多様な財源による博士

人材のキャリアパスに加え、マネジメント人材や

URA、技術職員のキャリアパス、研究機器・設備の

整備・共用化促進（コアファシリティ化）が述べら

れた。上記パッケージのフォローアップ中間まとめ

[2]から図 1 に「研究に専念できる時間の確保に向けた取組」を示すが、本図左側はいわゆる大学の研

究力に貢献する「研究基盤」に該当し、研究機器・設備の共用化は研究環境整備の重要項目として位

置付けられている。

2. 文部科学省の研究機器・設備共用事業の黎明期から現在まで

文部科学省は重要資産である研究機器・設備を広く研究者に開放するため、以下のように国〜各研

究機関のレベルに分けた共用化に取り組んできた（いわゆる 3C スキーム）[3]。 

① SPring-8、J-PARK などの特定先端大型研究施設の共用

② 国内有数の研究施設・整備のプラットフォーム化

③ 各研究機関における共用システム構築

②については、最近では 2021 年度から開始された先端研究基盤共用促進事業（先端設備プラットフ

ォームプログラム）に採択された NMR プラットフォームなど 4 プラットフォームが該当する。 

本報告では、大学等各研究機関内に散在する機器・設備の共用化および共用体制構築の推進を目的

とした③にフォーカスする。機関内の研究機器・設備の共用体制の構築は、ポストについて間もなく

研究環境が十分ではない若手研究者の研究環境に大きく貢献できるものであると共に、学内の資産の

図１ 内閣府・研究に専念する時間の確保について

（中間まとめ案）［2］ 
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有効活用、機器・設備の重複整備の防止にもつながる。研究環境整備の一環として、文部科学省は 2011

年度より主として下記の研究機器・設備の共用化事業を展開してきた。

（このほかの機器・設備共用に関する文部科学省の関連施策については[4]を参照） 

 2011 度〜2020 年度「設備サポートセンター整備事業」

研究機器・設備の共用化の推進のための運営体制の強化。国立大学 20 校を支援

 2016 年〜2020 年度「先端研究基盤共用促進事業（新たな共用システム導入支援プログラム）」

機関内に散在している研究機器（基盤的設備から大型設備までを含む）を学科・専攻などの

研究組織単位で集約し、一元的に管理・共用化。国立・公立・私立大学 37 機関 80 組織を支

援（東海大学は 2017 年度に採択）

新たな共用システム導入支援プログラムでは、同一機関内で複数組織が採択されるなど、多くの機

関内の機器・設備の共用化・ルール構築、また設備のリユース等、幅広い取り組みの芽生えに貢献し

た事業であった。また、本事業に採択された機関で構築した「新共用事業採択校全国連絡協議会」

は、技術専門人材・URA、コーディネーターなど現場に直結する人材育成のための新規事業構築、次

期科学技術政策における当該人材育成やサポートの重要性の明記を文科省に求め[5]、この結果は少な

からず冒頭の「研究力強化・若手研究者支援総合パッケージ」内で「エンジニア（技術職員）の重要

性」が記載される一因となったと考える。事業を通し、多くの機関における研究機器・設備を基軸と

した研究環境改善の基礎が整った一方で、内閣府の令和 3 年（2021 年）度「大学・研究開発法人等

の外部資金・寄付金獲得の見える化に関する調査」によれば、国立大学内における共用化対象の資産

は全体の約 17％であり、共用は未だ十分ではないといえる[6]。さらに、共用される研究機器・設備

においては、その「数」だけでなく「質」といった点も当然重要である。共用機器・設備は、多くの

研究者に広く被益する（ニーズのある）ものと、大学が設置する重点研究分野に直結して貢献できる

ものに大きく分けられる。このような研究機器・設備の共用化の判断と推進は、組織内マネジメント

だけでは十分ではない。また重点研究分野に投じられる機器・設備は先端かつ大型設備であることが

多く、専門性の高い技術人材との一体的な運営が必須である。これには、雇用、待遇、人材育成が関

わるものであり、これも一組織内で解決するべき課題ではなく、経営陣が大学の戦略に基づいて自ら

そのマネジメントに携わる体制が必須である。これら課題を解決するために立ち上げたられた事業

が、「先端研究基盤共用促進事業（コアファシリティ構築支援プログラム）」である。

3. 大学運営本部における研究基盤運営・コアファシリティ

コアファシリティ構築支援プログラムは、大学・

研究機関全体での戦略的かつ持続的な研究基盤の

構築、若手研究者等がすぐにどこでも高度な研究が

可能となる研究環境の構築、新興・融合分野の研究

開発や産学連携が一層促進される場の構築を目的

に 2019 年に開始された。採択期間は 5 年で設定さ

れ、2 回の公募で国立・公立・私立大学 15 大学が採

択、現在も支援を受けている。本事業は、大学の研

図 2 コアファシリティ構築支援プログラム実施体制

［4］より抜粋 
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究戦略に直結して機器・設備の運営を統括する体制

を各機関に強く求めた（図 2）。 

これに応え、採択機関は理事等経営層をトップとし

た統括部局を構築しており、部局の成り立ちとして

は、全学の研究戦略体（会議体含む）の中に設置さ

れた会議体、また技術職員を集約した組織や学内共

同利用センター等既存組織を全学組織へと発展さ

せた形が主である。

ここで好事例として早稲田大学、東京工業大学の

例を挙げる。早稲田大学は全学の研究推進・諸制度

運用を実行する総長直下の研究力強化本部に「研究

基盤整備部会」を設置し、教員・技術職員、URA か

ら構成される統括部局が全学的な共用を推進する

体制を整備している。東京工業大学は、技術支援組

織であった技術部を発展的解消し、大学全体の研究

基盤構築を担う部局としてオープンファシリティ

センターを創設した。センター長は研究担当の副学

長・理事であり、同学の戦略的経営オフィスが業務

を支援している。いずれの組織においても、これら

人材が職種・職位を超えて、研究機器・設備を主軸

とした研究環境の改善にワンチームで取り組んで

いることが重要である。また、両機関とも、人事部、

財務部との連携を重視している。これは、技術人材等の人事・人材育成、また効果的な資金運営（高額

設備の導入や設備保守の観点からの利用料収入等の繰越・積立（一部大学では実施）等を含む）の観

点による。

他方、コロナ禍の影響もあって、この数年で機器・設備の遠隔操作、スマート化が一気に加速した。

また、研究データの管理・利活用の潮流の中、機器・設備から生み出されるデータも例外ではない。

「単なる機器・設備の運営」だけが統括本部の業務ではなく、情報(インフラ)・ビッグデータ解析など

を担う人材とそれら機能との連携も必須である。学内、場合によっては学外の多様なステークホルダ

ーの協働が必須となる統括部局においては、経営層のマネジメントがやはり必須となる。

4. エビデンスに基づいた設備マスタープラン等の策定

統括部局の大事な役割として、おそらく各国立大学等において策定される研究設備・機器の年次整

備計画（設備マスタープラン）への貢献も挙げられるだろう。設備の現状把握や課題分析（利用形態、

経過年数等）を行った上で、計画的・継続的な設備整備に対する全学的な考え方（導入・更新・維持と

財源の考え方、 共同利用や再利用の推進に係る考え方等）を整理し、それらに基づく中長期的な設備

整備計画を示すものとして、設備マスタープランがある。しかしながら、一部国立大学等の当該リス

トは、国立大学法人運営費交付金に係る概算要求事項を整理したに過ぎない内容となっている場合も

あり、戦略的な設備整備・運用計画の検討が必要となっている[6]。私立大学においても、私立学校法

図 4 東京工業大学オープンファシリティセンター概

要（https://www.ofc.titech.ac.jp） 

図 3 早稲田大学研究基盤整備部会 [6] 
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に基づく中期的な計画において、施設・設備の管理・運営の中期的な目線が求められている状況であ

るが、各法人の経営判断に委ねられている部分が大きい[6]。 

大学の限られた資産の中では、研究者からニーズ

のある設備を全て整備することなどは到底出来な

い。ここで導入・維持・更新する設備の評価が必要

になるわけであるが、課題となっているのが設備の

評価指標の設定と定量的・統一的評価手法の確立で

ある。「利用者の範囲」や「利用頻度」、「管理・

運営コスト」など多様な指標を組み合わせた包括的

な評価が機器・設備には必要であり、千葉大学では、

多様な設備の共用化と更新を定量的かつ統一的に

判断する基準を整備している[6]。一方で、研究機器・

設備の研究力強化への貢献のエビデンスは、これら

指標からの数値のみでは十分であるとは言えない。 

特に研究大学においては、設備を使用して創出された論文の数と質は重要視すべきである。

宮崎大学では、教員業績データベース上で、業績（学術論文等）と利用設備を紐づけるシステムを

開発・運用している[7]。これにより、共同利用設備と業績が紐付き、論文分析ツール等の併用により、

どのような設備が大学の研究力(TOP10%論文数・被引用数 etc)、産学連携に貢献しているかが分析可

能となっている。このような数値は、研究機器・設備の評価の中で無視できない。一方で、Researchmap

から教員業績情報を取り込むシステムを備えた大学も多くある。エビデンス重視の戦略を求める中、

研究設備と業績を簡易に紐づけるシステムの構築が大きな課題として立ちはだかったままであり、機

関内、政策ともに大規模な働きかけが必須である。

５. 終わりに

令和 3 年（2021 年）2 月に、「研究力強化・若手研究者支援総合パッケージ」に続く「地域中核・

特色ある研究大学強化促進総合振興パッケージ」が策定された。本パッケージ内で、大学は自身の強

みや特色を伸ばす戦略的経営を展開することで、ポテンシャルを抜本的に強化することが求められて

おり、これを実現するための経営マネジメント改革がパッケージの目玉と言える。大学はそれぞれの

未来にありたい姿に沿った機器・設備を含む研究基盤の強化を行う。それは必ず強い経営戦略による

ものとならなければならない。各大学が知恵を絞り機能強化する中、筆者も URA として我が国の研究

力強化に貢献できるよう邁進したい。
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18) 荒砂茜（研究代表者） 
科学研究費補助金 若手研究（B）（2017～2022 年度） 

「星間塵モデル物質の衝突実験から探る彗星核の形成過程」 

 

＜分野融合ヘルスケア研究チーム＞ 

1) 中川草 （研究代表者） 

科学研究費補助金 基盤研究（C） (2020-2022 年度) 

「哺乳類ゲノムに内在化したレトロウイルス由来 の遺伝子の進化メカニズムの解明」 

2) 中川草（研究分担者） 

科研費補助金 基盤研究（B）（2020-2023 年度） 

「共生レトロウイルスの抗腫瘍ポテンシャルの解明と有効活用」 

3) 中川草（研究分担者） 

科研費補助金 基盤研究（B）（2020〜2023 年度） 

「内在性レトロウイルス依存性の宿主因子機能と機能変更による腫瘍化」 

4) 中川草 （研究分担者） 

科学研究費補助金 基盤研究（C） (2021-2023 年度) 

「DUX4 による非コード DNA の転写活性化の病理的意義の研究」 

5) 池内眞弓（研究代表者） 

科学研究補助金 基盤研究 C（2020-2022 年度） 

「高齢者の社会活動参加の仕組み構築および社会活動参加による健康度への効果検証」 

6) 池内眞弓（研究分担者） 

科学研究補助金 基盤研究 C（2022-2026 年度） 

「簡易型睡眠療法が産後の夫婦の抑うつを予防する効果：ランダム化比較 

7) 宮沢正樹（研究代表者） 

科学研究費補助金 基盤研究（C）（2020-2022 年度） 

「細胞内鉄代謝シグナルの解明とがん治療への応用」 

8) 宮沢正樹（研究分担者） 

科学研究費補助金 基盤研究（C）（2019-2022 年度） 

「microRNA を標的とした膵神経内分泌腫瘍の新規治療法の開発」 

9) 佐々木海渡（研究代表者） 

科学研究費補助金 若手研究 （2019-2022 年度） 

「分子性液体のポリアモルフィズムと分子運動の関係」 

10) 安田佳代（研究代表者）宮沢正樹（研究分担者） 

科学研究費補助金 基盤研究（C）（2020-2022 年度） 

「転写因子 MXL-3 による酸化ストレス応答と栄養シグナルの統合機構の解明」 
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獲得研究費つづき 
 

＜文理融合アート・サイエンス研究チーム＞ 

1) 喜多理王（研究分担者） 

科学研究費補助金 挑戦的研究（萌芽）（2020～2022 年度） 

「ルードヴィッヒ・ソレー効果を応用した水素同位体分離法の検証」 

2) 吉田晃章（研究代表者）科学研究費補助金

新学術領域研究（2022 年度） 

「出ユーラシアの統合的人類史学：文明創出メカニズムの解明」 

3) 荒砂茜（研究代表者） 

科学研究費補助金 若手研究（B）（2017～2022 年度） 

「星間塵モデル物質の衝突実験から探る彗星核の形成過程」 

4) 田口かおり（研究代表者） 

科学研究費補助金 若手研究 (2019〜2022 年度) 

「非破壊光学調査による西洋近代絵画の技法解明と保存修復来歴の再構成」
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獲得研究費つづき 
 

２．その他競争的資金 

＜医理工融合マテリアル研究チーム＞ 

1) 岡村陽介（研究代表者） 
革新的技術による脳機能ネットワークの全容解明プロジェクト (AMED)（2019～2023 年度） 

「生体脳深部イメージングの限界を打破する革新的ナノ薄膜の開発」 

2) 岡村陽介（研究代表者） 
(公財)コーセーコスメトロジー研究財団 コスメトロジー研究助成（2021-2022 年度） 

「装着感のない皮膚貼付型ナノ透明薄膜の創製と芳香・消臭能の精密制御」 

3) 岡村陽介（研究代表者） 
2022 年度自然科学研究機構生理学研究所 一般共同研究（2022 年度） 

「生体組織－浸液間にフィットする高分子ナノ薄膜の物性制御とイメージングツールへの応用」 

4) 岡村陽介（研究分担者） 
東海大学総合研究機構「プロジェクト研究」（2021～2023 年度） 

「新規再生促進薬と組織再現人工真皮による画期的皮膚再生医療技術の開発」 

5) 岡村陽介（研究分担者） 
新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進研究事業 (AMED)（2022 年度） 

「SPREDs によるサイトカインストーム制御」 

6) 源馬龍太（研究代表者） 
2022 年度共同研究 関東冶金工業株式会社 平塚市産学共同研究事業化支援補助金（2022 年度） 

「工業炉内雰囲気中の二酸化炭素のメタン化によるカーボンリサイクル、およびカーボンニ

ュートラル炉の研究」 

7) 源馬龍太（研究分担者） 
東海大学総合研究機構「プロジェクト研究」（2022～2024 年度） 

「脱炭素社会に向けたナノカーボン材料を基礎とした多様なグリーンエネルギー創出技術の 

構築・融合」 

 

＜医理工融合エンジニアリング研究チーム＞ 

1) 砂見雄太 2022 年度 共同研究 JX 金属株式会社 

「乙製品に関連する銅箔の折れしわ発生メカニズムの解明とその防止方法に関する研究 

（4期目）」 

2) 砂見雄太 2022 年度 共同研究 旭東ダイカスト株式会社 

「難燃性・高強度マグネシウム合金による高品質ダイカスト品の品質解析法と評価法の研究

5 期目」 

3) 砂見雄太 2022 年度 共同研究 明和ゴム工業株式会社 

「ゴムニップロール表面状態と成膜フィルム表面状態の相関関係の究明(4)」 

4) 砂見雄太 2022 年度 共同研究 タンケンシールセーコウ株式会社 

「乙製品に関連するエアターンバーの実用化に向けた研究開発 2 期目」 

5) 砂見雄太 2022 年度 共同研究 株式会社荏原製作所 

「高分子膜を用いた微小粒子除去に関する基礎研究（５）機械的プロセス」 

6) 砂見雄太 2022 年度 共同研究 リンテック株式会社 

「湿度および表面の濡れ性を考慮した巻取り理論と熱搬送理論の構築」 
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獲得研究費つづき 
 

7) 砂見雄太 2022 年度 共同研究 王子ネピア株式会社 

「おむつ製造工程中のスパンボンド不織布シワ・弛み発生に関する検討 第１期目」 

8) 砂見雄太 2022 年度 共同研究 三井化学株式会社 

「不織布ウェブハンドリング技術の構築」 

9) 砂見雄太 2022 年度 共同研究 日本ゼオン株式会社 

「乙製品 COP フィルムの搬送、巻き取り技術の研究」 

10) 砂見雄太 2022 年度 共同研究 株式会社東芝 

「実験評価と数値解析によるウェブ搬送の現象把握」 

11) 砂見雄太 2022	年度 共同研究 JX	金属株式会社 

「乙製品に関連する銅箔の折れしわ発生メカニズムの解明とその防止方法に関する研究 

（4	期目）」 

12) 砂見雄太 2022	年度 共同研究 旭東ダイカスト株式会社 

「難燃性・高強度マグネシウム合金による高品質ダイカスト品の品質解析法と評価法の研究 

5期目」 

13) 新屋敷直木  2022年度 技術指導  株式会社ファンケル 

「肌の誘電分光測定に関する技術指導」 

14) 窪田紘明 2022	年度 天田財団「重点研究開発助成課題研究」 

「強制潤滑ハイドロフォーミングの実用化に向けた研究」 

15) 窪田紘明 2022年度 日本銅学会研究助成 

「高効率EV用モーターを実現する断面形状急変銅線材の製造技術開発」 

16) 窪田紘明 2022年度 田中貴金属記念財団 貴金属に関わる研究助成 

  「貴金属含有電子部品のモデルベース設計・生産技術開発の高度化」 

17) 窪田紘明 2022年度 スズキ財団 科学技術研究助成 

  「究極の軽量車体骨格の開発」 

 

＜医理工融合メディカル研究チーム＞ 

1) 木村啓志（研究分担者） 

革新的先端研究開発支援事業(AMED) （2017-2022 年度） 

「精子形成を支える幹細胞のホメオスタシスと機能低下」 

2) 木村啓志（研究分担者） 

[バイオ DX]データ駆動・AI 駆動を中心としたデジタルトランスフォーメーションによる生命 

科学研究の革新(CREST) （2021-2026 年度） 

「機械学習を用いた精巣組織培養の自動最適化による精子形成の理解」 

3) 木村啓志（研究分担者） 

革新的先端研究開発支援事業(AMED) （2022-2026 年度） 

「製品化戦略に基づいた、国産 MPS による創薬プラットフォームの実証研究」 

4) 木村啓志（研究分担者） 

革新的先端研究開発支援事業(AMED) （2022-2024 年度） 

「オンチップ灌流型 MPS を基礎とした肝と他臓器が関与する薬物動態・毒性の予測系開発」 

5) 三橋弘明（研究代表者） 

第一三共株式会社 オープンイノベーション TaNeDS (2022 年度) 
「DUX4-fl の活性抑制を目指した顔面肩甲上腕型筋ジストロフィーの治療法の検証 
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獲得研究費つづき 
 

6) 三橋弘明（研究分担者） 

国立研究開発法人国立精神•神経医療研究センター精神•神経疾患研究開発費（2020〜2022 年
度）「筋レポジトリーの拡充とそれを活用した筋ジストロフィー関連疾患の病態解明と診断・

治療法開発」 

7) 大友麻子（研究代表者） 

東海大学総合研究機構プロジェクト研究「中型」（2022～2024 年度） 

「次世代型神経変性疾患細胞モデルを用いた治療薬・予防薬の開発」 

8) 大友麻子（研究代表者） 

日本 ALS 協会 2022 年度「小出良夫基金」研究奨励金（2022～2023 年度） 

「マイクロデバイスを用いた ALS サブタイプ特異的細胞モデルの作出と解析」 

9) 大友麻子（研究代分担者） 

再生医療実現拠点ネットワークプログラム (AMED)（2021～2023 年度） 

「革新的遺伝子量補正法による性特異的 X 連鎖難治疾患 iPS 細胞を用いた脳神経病態モデリ

ングに関する研究開発」 

10) 秦野伸二（研究分担者） 

日本医療研究開発機構（AMED）、再生医療実現拠点ネットワークプログラム、疾患特異的 iPS細
胞の利活用促進・難病研究加速プログラム、興奮／抑制均衡と神経変性疾患モデルのための神経

サブタイプ純化.（研究代表者：慶應義塾大学医学部 石川充、分担研究開発課題名：ALS モデル

細胞作出のための上位及び下位運動神経細胞へのロバストな分化誘導） 

11) 福田篤（研究代表者） 

疾患特異的 iPS 細胞の利活用促進・難病研究加速プログラム (AMED)（2021～2023 年度） 

「革新的遺伝子量補正法による性特異的 X 連鎖難治疾患 iPS 細胞を用いた脳神経病態モデリ

ングに関する研究開発」 

 
＜分野融合ヘルスケア研究チーム＞ 

1) 中川草 （研究代表者）東海大学優秀研究ユニット 1 
「大規模塩基配列解析で明らかにする感染症・疾患研究」 (2022 年度) 

2) 中川草 （研究代表者）東海大学徳田記念がんゲノム若手研究助成金 

「ネオアンチゲンとして機能するヒトレトロウイルス配列の探索」 (2021 年度-2023 年度) 
3) 中川草 （研究分担者）CREST（戦略的創造研究推進事業）（2020 年度-2023 年度） 

「SARS-CoV-2 のゲノム多型解析と薬剤耐性の可能性についての検証」 

4) 中川草 （研究分担者） AMED（医療研究開発推進事業補助金） (2021 年度-2022 年度) 
「大規模シークエンスデータからの新規の RNA ウイルスの探索とデータベースの構築」 

 
＜文理融合アート・サイエンス研究チーム＞ 

1) 喜多理王（研究分担者） 

東海大学総合研究機構「プロジェクト研究」（2021～2023 年度） 

「新規再生促進薬と組織再現人工真皮による画期的皮膚再生医療技術の開発」 

2) 吉田晃章（研究代表者） 
A02 班 心・身体・社会をつなぐアート公募研（2022-2023 年度） 

「笛吹ボトルの構造研究と音響解析から探る古代アンデスの水に関わる世界観」 
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獲得研究費つづき 
 

3) 田口かおり（研究代表者） 
公益財団法人 花王芸術・科学財団 芸術文化部門: 美術展覧会（絵画・版画・彫刻等）への助

成 (2022 年度)「西村保史郎 大壁画の記憶ー保存修復の全行程をたどる」 
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